
No.719
オンライン授業

令和3（2021）年

10月号

特集

広報
ひたちおおたが
WEBでも読める

トピックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P9
新型コロナワクチン関連情報・・・・・・・・・・・・・P11
市からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P15
「常陸太田を元気に!」写真募集のご案内・・・・P22

安全安心に
暮らそう

穏やかで豊か
に過ごせるまちづくり



市民の皆さんが、毎日を快適で心配なく暮らすために……市では安全・安心なまちづくりへさまざまな面から取り
組んでいます。自然災害のように不測の事態へ備えることはもちろん大切ですが、交通事故や消費者トラブルなど
一人ひとりが気を付けることで減らすことができるリスクもあります。今回の特集では、そんな日常生活に密接した
「安全・安心」の取り組みや気を付けたいポイントを改めて見直していきましょう。

道
路
を
横
断
す
る

と
き
は
、信
号
交
差

点
や
横
断
歩
道
の

あ
る
と
こ
ろ
を
渡
り

ま
し
ょ
う
！

斜
め
に
横
断
せ
ず
に

ま
っ
す
ぐ
に
道
路
を

渡
り
ま
し
ょ
う
！

車
両
の
直
前
直
後

の
横
断
は
や
め
ま

し
ょ
う
！

夕
暮
れ
時
、夜
間
の

外
出
時
に
は
明
る
い

服
装
を
心
が
け
反

射
材
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
！

運
転
中
は
周
り
の
歩

行
者
の
動
向
に
注

意
し
て
走
行
し
ま

し
ょ
う
！

危
険
を
予
測
し
な

が
ら
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
、ハ
イ
ビ
ー
ム
の

活
用
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
！

安全 安心に
暮らそう

「 

お
互
い
に  

マ
ナ
ー
を
守
っ
て  

事
故
防
止 

」

「 

お
互
い
に  

マ
ナ
ー
を
守
っ
て  

事
故
防
止 

」
交通ルールを順守し、
家庭・学校・職場・
地域ぐるみで
交通事故ゼロを
目指しましょう。

交
通
安
全
に
つ
い
て

今
年
に
入
っ
て
、
市
内
に
お
い
て
４
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
４
件
と
も
高
齢
者
が
関
連
す

る
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
時
期
は
、
日
没
の
時
間
が
早
く
な
る
た
め
、
歩
行
者
が
関
係
す
る

重
大
事
故
が
急
増
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆問：市民協働推進課市民安全係
（内線 170）

穏やかで
豊かに過ごせるまちづくり

歩
行
者
の
み
な
さ
ん

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
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信号待ちの際、待機スペー
スが十分に確保されておら
ず危険。

民
間
交
通
指
導
員
の
活
動

通
学
路
の
危
険
箇
所
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す

●
通
学
路
等
の
立
哨

●
交
通
安
全
の
日（
毎
月
１
日
）

　

の
交
通
安
全
立
哨

●
交
通
指
導
車
に
よ
る

　

市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

●
交
通
安
全
キ
ャン
ペ
ー
ン

　

等
へ
の
参
加

●
交
通
安
全
教
室
へ
の
参
加

　
（
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・

　

こ
ど
も
園
・
小
学
校
）

「
民
間
交
通
指
導
員
」
と
し
て
、
市
内
で
14
人
（
常
陸
太
田
地
区
５
人
、
金
砂
郷
・
水
府
・

里
美
地
区
各
３
人
）
の
方
が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
指
導
や
啓
発
、
見
守
り
な
ど
、
月
10
日

程
度
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
「
市
通
学
路
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、毎
年
、

通
学
路
の
合
同
点
検
を
実
施
し
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
改
善
・
安
全
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
に
児
童
・
生
徒
等
の
安
全
確
保
を
す

る
た
め
の
指
導
や
誘
導
を
行
う
ほ
か
、

危
険
な
運
転
を
す
る
車
や
自
転
車
等
が

い
た
場
合
に
は
警
察
署
や
学
校
と
連
携

し
、
注
意
喚
起
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

太
田
警
察
署
、
太
田
地
区
交
通
安
全
協

会
、
太
田
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議

会
、
学
校
（
里
美
地
区
の
み
）
と
朝
の

合
同
立
哨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
令
和
２
年
度
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
啓
発

品
お
よ
び
チ
ラ
シ
の
配
布
は
中
止
し
、
各

交
差
点
で
の
ぼ

り
旗
を
持
っ
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
へ

交
通
安
全
を
呼

び
か
け
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
お
よ
び
下
河
合
交

差
点
で
実
施
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
春
・

夏
・
秋
・
年
末
の
交
通
安
全
運
動
、
事

故
な
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
お
い
て
啓
発

品
や
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
令
和
２
年
度
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
し

て
い
ま
す
。

ガードレールを設置。

道幅が狭く、見通しが悪い
うえ、歩道がなく危険。

道路の拡幅は困難なため、
グリーンベルト設置にて対
応。

車の交通量が多く、生徒の
道路横断が危険。

横断歩道設置により対応。

幸久小学校学区水府小・中学校学区金砂郷中学校学区
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安全運転支援装置の例安全運転支援装置の例

市
で
は
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援

装
置
の
設
置
を
補
助
し
て
い
ま
す

「 

慌
て
ず
に  

発
進
す
る
前  

ひ
と
呼
吸 

」

「 

慌
て
ず
に  

発
進
す
る
前  

ひ
と
呼
吸 

」
踏
み
間
違
い

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

に
ご
注
意

❶
自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
走
行
時
に
、

前
方
ま
た
は
後
方
の
障
害
物
を
車
体
側

の
セ
ン
サ
ー
が
検
知
し
、
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ

ル
が
強
く
踏
み
込
ま
れ
た
際
に
加
速
を

制
御
す
る
装
置

❷
自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
走
行
時
に
、

ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
が
強
く
踏
み
込
ま
れ
た

際
に
ア
ク
セ
ル
開
度
を
制
御
す
る
装
置

事
故
防
止
や
事
故
時
の
被
害
軽
減
の
た

め
に
、
後
付
で
誤
発
進
防
止
装
置
を
設

置
す
る
市
民
の
方
向
け
に
、一定
条
件
の

も
と
、
設
置
費
用
の一部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

近
年
、
よ
く
耳
に
す
る
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
事
故
。
幼

い
子
ど
も
や
女
性
が
犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
心
が
痛
み
ま
す
。
特
に
高
齢

者
の
事
故
が
目
立
ち
、市
内
に
お
い
て
も
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
駐
車
場
で
軽
乗
用

車
が
店
舗
に
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

全
国
的
に
事
故
を
起
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、「
ブ
レ
ー
キ
が
壊
れ
て
」「
勝
手
に
前

に
進
ん
だ
」
な
ど
、
通
常
で
は
考
え
に
く

い
言
葉
を
並
べ
ま
す
が
、
ペ
ダ
ル
の
踏
み

間
違
い
事
故
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
全
年

齢
対
象
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
人
的
要
因

で
は
、
第一要
因
は
「
慌
て
、
パ
ニッ
ク
」、

第
二
要
因
は
「
高
齢
」
と
な
り
ま
す
。「
高

齢
」
の
影
響
に
は
、
視
覚
機
能
の
低
下
や

注
意
力
・
集
中
力
の
低
下
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

●
対
象
と
な
る
安
全
運
転
支
援

　
装
置（
後
付
け
）
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常陸太田市
在住!

O K

65歳
以上!

取付完了!!

当該自動車で
お越しください!

安
全
運
転
支
援
装
置
の
購
入
・
設
置
費

用
の
２
分
の
１

（
補
助
金
額
３
万
円
が
上
限
、
１
千
円
未

満
の
端
数
切
り
捨
て
）

❶
申
請
時
に
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

❷
令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
で
65
歳
以

上
と
な
る
方

❸
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
交
付
す
る

有
効
な
運
転
免
許
証
を
有
す
る
こ
と

❹
安
全
運
転
支
援
装
置
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
自
動
車
の
車
検
証
の
「
自
家
用
・

業
務
用
の
別
」
に
「
自
家
用
」
と
記
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

❺
安
全
運
転
支
援
装
置
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
自
動
車
の
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
氏
名
と
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
同一で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
氏
名
が
同一

で
な
い
場
合
は
、
当
該
自
動
車
車
検
証
に

記
載
の
住
所
と
当
該
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
に
記
載
の
住
所
が
同一で
あ
る
こ
と

❻
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

❼
転
売
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

❽
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

＊
補
助
は
、
１
人
当
た
り
１
回
（
台
）
に

限
り
ま
す
。

　
　
事
前
に
市
に
対
象
者
本
人
が
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
の
添
付
書
類
：
見
積
書
の

写
し
／
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
／
運
転
免

許
証
の
写
し
／
車
検
証
の
写
し

　
　
取
り
付
け
後
、
実
績
報
告
・
補

助
金
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
報
告
時
の
添
付
書
類
：
領
収
書
の

写
し
／
作
業
明
細
書
の
写
し
／
申
請

者
名
義
の
通
帳
（
口
座
番
号
部
分
）

の
写
し

　
　
市
で
交
付
決
定
し
ま
す
。
交
付

決
定
後
に
、
装
置
を
取
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る

　
高
齢
運
転
者
の
要
件

申請書 見積書
の写し

補助金
請求書

領収書
の写し

実績
報告

作業
明細書
の写し

申請者
名義の
通帳
の写し

運転
免許証
の写し

カタログ
の写し

車検証
の写し

Check!!

取付状況を
確認いたします！

補
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市
内
業
者
で

の
取
付
の
み
で
す
。

設
置
す
る
装
置
の
種
類
や
、
設
置
に
か

か
る
期
間
等
は
、
車
種
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
行
き
つ
け
の
自
動
車

整
備
工
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

＊
す
で
に
設
置
し
て
い
る
方
へ
の
遡
及
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

●
補
助
金
額

●
購
入
取
付
業
者

●
申
請
の
流
れ

●
補
助
対
象
期
間

❶

❸

❷
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消
費
生
活
相
談
員
と
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
は

事
例
１

有
名
企
業
の

公
式
サ
イ
ト
だ
と
思
っ
た
ら

模
倣
サ
イ
ト
だ
っ
た

消
費
者
と
事
業
者
の
間
に
生
じ
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

や
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
、
消

費
生
活
相
談
員
が
公
正
な
立
場
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

地
方
公
共
団
体
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
お
い
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
消
費
生
活
全
般
に
関
す
る

消
費
者
か
ら
の
苦
情
や
問
合
せ
等
の

相
談
を
受
け
付
け
、
公
正
な
立
場

で
相
談
の
解
決
に
努
め
る
専
門
職
で

す
。
相
談
内
容
を
聞
き
取
り
、
事

実
関
係
を
把
握
し
、
法
律
や
条
例
、

判
例
、
最
新
の
情
報
な
ど
の
知
識

を
駆
使
し
、
解
決
に
導
く
た
め
の
処

理
方
針
を
立
て
ま
す
。

有
名
家
具
店
の
公
式
サ
イ
ト
だ
と
思
い
、

ソ
フ
ァ
が
約
２
万
円
と
安
く
な
っ
て
い
た

の
で
購
入
し
た
。
受
注
メ
ー
ル
が
届
か
な

い
の
で
、
改
め
て
サ
イ
ト
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
U
R
L
が
公
式
サ
イ
ト
と
違
っ
て

お
り
、
模
倣
サ
イ
ト
だ
と
気
付
い
た
。

模
倣
サ
イ
ト
で
は
、
日
本
語
な
ど
が
明
ら

か
に
お
か
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
最

近
で
は
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
よ
く
似

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
販
売
価
格
が

大
幅
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど

は
、
模
倣
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
高
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。

「 

怪
し
い
な
？  

未
然
に
防
ぐ  

注
意
力 

」

「 

怪
し
い
な
？  

未
然
に
防
ぐ  

注
意
力 

」
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

知
っ
て
い
ま
す
か
？

消費生活センターに寄せられた身近な消費者トラブル
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト

事
例
２

販
売
サ
イ
ト
で

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
！

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
の
広
告
を
見
て
、
特
別
価
格
約
３

千
円
の
美
容
液
を
購
入
し
た
。
肌
に
合

わ
ず
使
用
を
や
め
て
い
た
が
、
商
品
が
再

び
届
き
、
定
期
購
入
だ
と
初
め
て
気
付

い
た
。
す
ぐ
に
事
業
者
に
解
約
と
返
品
を

申
し
出
た
が
、「
発
送
日
の
10
日
前
ま
で

に
申
し
出
な
い
と
対
応
で
き
な
い
」
と
言

わ
れ
た
。
２
回
目
の
商
品
は
１
万
円
以
上

で
と
て
も
高
い
。
申
し
込
み
時
に
は
定
期

購
入
だ
と
分
か
ら
な
か
っ
た
。

詳
細
な
契
約
内
容
は
「
○
％
オ
フ
」
な
ど

の
目
立
つ
表
示
と
離
れ
た
場
所
に
表
示
さ

れ
て
い
た
り
、
小
さ
い
字
で
書
か
れ
て
い

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
画
面
の

隅
々
ま
で
見
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

注
文
す
る
際
は
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
と

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト

事
例
３

簡
単
に
高
額
収
入
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

「
情
報
商
材
」の
ト
ラ
ブ
ル

「
誰
で
も
す
ぐ
収
入
が
得
ら
れ
る
」
と
い

う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
見
つ
け
、
約
30
万

円
で
情
報
商
材
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
購
入

し
た
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
起
動
せ
ず
、

収
入
が
得
ら
れ
な
い
。
苦
情
を
伝
え
る
と

月
収
１
千
万
円
を
得
ら
れ
る
と
い
う
上
位

の
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
。「
必
ず
フ
ォ

ロ
ー
す
る
」「
代
金
50
万
円
を
半
額
に
す

る
」
と
強
引
に
誘
わ

れ
、
断
り
切
れ
ず
契

約
し
た
が
、
そ
の
後

連
絡
は
な
く
、
全
く

フ
ォ
ロ
ー
も
な
い
。

う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
簡
単
に
稼

げ
る
」「
も
う
か
る
」
こ
と
を
強
調
す
る

広
告
や
、
知
人
・
友
人
か
ら
の
誘
い
で
も

安
易
に
信
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト

6



消
費
者
の「
困
っ
た
」声
を
聴
き
、解
決
に
導
く
相
談
員

消
費
生
活
相
談
員
・
深
澤
久
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

消
費
生
活
相
談
員
・
深
澤
久
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

こちらもご利用ください！

一人で悩まず、まずは相談!

消費者
ホットライン

い   や    や

消費生活
センター

188

Q
ど
う
い
う
方
が

相
談
に
来
ま
す
か
？

市役所本庁1階／70-1322
月～金曜日（午前９時～午後４時）＊正午～午後１時を除く

A
学
生
の
方
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
幅
広

い
年
代
の
方
が
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
相
談
内
容
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
や
詐
欺
な
ど
多
種
多
様

で
、
似
た
よ
う
な
事
例
は
あ
っ
て
も

同
じ
事
例
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
ど
の
よ
う
に
相
談
ご
と
を

解
決
し
て
い
ま
す
か
？

A
問
題
の
解
決
の
か
た
ち
は
人
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
相
談
に
来
た
方
が
ど
う

し
た
い
の
か
を
把
握
し
た
上
で
、
選

択
肢
を
提
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
ま
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
相
談
内
容
を
法
律

や
判
例
な
ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

そ
の
人
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
見
極

め
、解
決
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

Q
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

A
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
新
聞
、
広
報
紙
な
ど
で
、
消
費

生
活
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
も
し
何
か
少
し

で
も
不
安
な
こ
と
や
不
信
に
思
う
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
だ
け
で
判
断

せ
ず
、
身
の
回
り
の
人
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
は
、

電
話
で
も
匿
名
で
も
大
丈
夫
で
す
の

で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

の
方
か
ら
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
出
前

講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
事
例
の
紹
介
や
、
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出
向
い

て
お
話
し
ま
す
。

Q
相
談
員
と
し
て

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

A
相
談
に
来
た
方
は
緊
張
し
て
う
ま
く

話
せ
な
か
っ
た
り
、
記
憶
が
不
鮮
明

で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的

な
質
問
を
す
る
な
ど
し
て
丁
寧
に
聞

き
取
り
を
し
て
、一緒
に
事
実
確
認
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
確
な
事
実

を
把
握
す
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て

当
事
者
本
人
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大切なのは、すぐに相談することです!
困ったときは、一人で抱え込まないで
「消費者ホットライン“いやや”」までお電話を!!

局番なしの“188” 予約可

7
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道
路
ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体
お
よ
び

道
路
功
労
者
の
表
彰

おめでとうございます

８
月
６
日
、県
常
陸
太
田
工
事
事
務
所
で

道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
県
知
事
表

彰
状
伝
達
式
と
道
路
功
労
者
へ
の
（
公

社
）日
本
道
路
協
会
の
表
彰
状
伝
達
式
が

行
わ
れ
、道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
黄

門
の
郷
応
援
団（
構
成
員
：
10
人
、代
表
：

大
内 

広
明
さ
ん
）
と
茅
根
町
道
路
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会（
構
成
員
：
11
人
、代
表
：

柴
田 

稔
さ
ん
）、
道
路
功
労
者
の
椎
名 

喜
代
子
さ
ん（
上
利
員
町
）に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
は
、県
か
ら

認
定
を
受
け
、道
路
の
清
掃
・
除
草
、花

壇
の
手
入
れ
等
の
道
路
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
、黄
門
の
郷
応
援
団

と
茅
根
町
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は

平
成
29
年
か
ら
認
定
を
受
け
て
活
動
し
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

道
路
功
労
者
の
椎
名
さ
ん
は
、
13
年
以

上
に
わ
た
り
上
利
員
町
地
内
の
県
道
常

陸
那
珂
港
山
方
線
の
除
草
・
清
掃
の
活

動
を
実
施
し
、
道
路
の
安
全
・
愛
護
に

大
い
に
寄
与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

黄門の郷応援団の皆さん

道路功労者　椎名　喜代子さん

茅根町道路ボランティアの会の皆さん
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TOPICS

９
月
４
日
、バ
ス
を
利
用
し
た
県
知
事
選

挙
の
移
動
期
日
前
投
票
所
を
、か
わ
ね
や

木
崎
本
店
と
カ
ス
ミ
常
陸
太
田
店
の
駐

車
場
に
開
設
し
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み

は
、期
日
前
投
票
最
終
日
に
混
み
あ
う
本

庁
期
日
前
投
票
所
の
周
辺
に
新
た
に
投

票
所
を
設
置
し
、分
散
し
て
投
票
す
る
こ

と
で
、投
票
者
の
3
密
を
回
避
し
、コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
安
全
で
安
心
し
て
投

票
で
き
る
よ
う
実
施
し
た
も
の
で
す
。利

用
者
か
ら
は「
買
い
物
に
合
わ
せ
て
投
票

で
き
る
か
ら
便
利
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、多
く
の
方
が
投
票
に
訪
れ
ま
し
た
。

県
の
非
常
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、市

内
各
小
・
中
学
校
で
は
、分
散
登
校
や
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
は
、児
童
・
生
徒
た
ち
が

学
習
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て

自
宅
か
ら
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。瑞
竜

中
学
校
で
の
英
語
の
授
業
で
は
、画
面
越

し
に
先
生
と
英
語
で
会
話
し
た
り
、英
単

語
の
発
音
練
習
を
し
た
り
す
る
な
ど
、双

方
向
で
の
や
り
と
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

８
月
６
日
、県
常
陸
太
田
工
事
事
務
所
で
道
路
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、岩
手
町
草

刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会（
構
成
員
：
46
人
、
代
表
：
向
井 

次
男
さ
ん
）、
上
利
勝
地
道
路
美
化
支
援
隊（
構
成
員
：

７
人
、代
表
：
木
村 
義
一
さ
ん
）の
２
団
体
が
新
た
に

道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
な
り
、市
内
で
は
28
団
体

が
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

●
県
常
陸
太
田
工
事
事
務
所
で
は
、道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
：
県
常
陸
太
田
工
事
事
務
所　
道
路
管
理
課（
80

‐
３
３
６
２
）

バ
ス
を
利
用
し
た

移
動
期
日
前
投
票
所
を
開
設

岩手町草刈ボランティア会代表　向井 次男さん

上利勝地道路美化支援隊代表　木村 義一さん

道
路
ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体
の
新
規
認
定

小
・
中
学
校
で

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
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【
消
防
用
ホ
ー
ス
を
整
備
】

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
消
防
団

の
装
備
の
拡
充
を
図
る
た
め
、消
防
団
が

使
用
す
る
消
防
用
ホ
ー
ス
を
整
備
し
ま

し
た
。今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
財

産
を
守
る
と
い
う
消
防
使
命
達
成
の
た

め
、
こ
の
消
防
用
ホ
ー
ス
を
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

９
月
24
日
、本
市
の
活
性
化
に
興
味
を
持

つ
常
磐
大
学
生
が
、
市
の
魅
力
発
信
を

テ
ー
マ
に
市
へ
の
事
業
提
案
や
、
行
政
と

の
連
携
活
動
に
向
け
、市
職
員
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。同
大
学
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
と
し
て
、
市
の
特
産
品
を
使
っ
た
商
品

開
発
や
S
N
S
で
の
情
報
発
信
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
、さ
ら
な
る
事
業

展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で
物
品
を
整
備
し
ま
し
た

TOPICS

購入した消防用ホース３０本

常
磐
大
学
に
よ
る
協
働
事
業
の

提
案
発
表
・
意
見
交
換
を
実
施

○今回の助成により購入された備品
会議用テーブル・チェア、ワイヤレスアンプ・マ
イク、チューナーユニット、かんたんテント、パソコ
ン、パソコン用モニター、インクジェットプリン
ター、事務用デスク・回転イス、デジタルカメラ

（一財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
、
物
品
を
整
備
し
ま
し

た
。こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、安
全
な
地
域
づ
く
り
等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
、宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
備
品
を
整
備
】

令
和
２
年
６
月
に
設
立
し
た
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
の

た
め
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
代
表
し
、
松
平
町
会
で
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
こ

れ
ら
の
備
品
を
活
用
し
、地
域
の
絆
を
深
め
、活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。



9月 30日現在の情報を掲載しています。
最新の情報は、市ホームページや
厚生労働省ホームページでご確認ください。

月～土曜日〈祝日を除く〉／午前9時～午後5時

耳の不自由な方専用 FAX 番号 0294-72-0123
☎0120-226-380

市では、国が目標に掲げる10月中のワクチン接種完了に少しでも近づけるように、希望される
方への1回目のワクチン接種を11月20日（土）までに完了することを目指しています。接種を希
望される方は、11月20日までに1回目の接種ができるようご予約をお願いします。
＊11月21日以降も2回目の接種は引き続き実施します。

新型コロナワクチン接種は、接種日に12歳以上の方が対象です。これから12歳になる方には、誕生日の属する週の
金曜日にクーポン券（接種券）を発送します。なお、11月21日以降に12歳の誕生日を迎える方で接種を希望される
方は、市が接種日を調整しますので、お問い合わせください。

1回目の接種は11月20日までに！！

市内の接種率

● これから12歳になる方

厚生労働省
ホームページ市ホームページ

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成

新型コロナワクチン接種関連情報
現在、12歳以上の全年齢を対象に予約を受け付けています。ワクチン接種は、新型コロナウイルス感染症に対す
る、現時点で最も有効な対策です。ご自身や家族の健康を守るため、医療機関の負担を減らすため、積極的な接種
の検討をお願いします。

市相談・予約コールセンター

市内の接種状況をお知らせします（9月30日現在）。

1回目
接種者数

12～19歳

1,442
人

3,060
人

47.1
％

20～39歳

3,892
人

8,062
人

48.3
％

40～59歳

6,812
人

12,374
人

55.1
％

60～64歳

3,798
人

4,392
人

86.5
％

65歳～ 合計

17,798
人

19,057
人

93.4
％

33,742
人

46,945
人

71.9
％接種率

人口
（R3.1.1）

＊ワクチン接種記録システム（VRS）より。
歳

年代別接種率

0
12
～19

20
～39

40
～59

60
～64

65～

100%

75%

50%

25%

47.1
%

48.3
%

55.1
%

86.5
%

93.4
%
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防災対策課（内線351）問 備えあれば
憂いなし！我が家の防災

備蓄品のすすめ

ローリングストックとは、実際に食べ
るよりも少し多くの食料を買ってお
き、使った分を補充することで、常に
一定量の食料を家に備蓄しておく方
法です。
食料備蓄として、インスタント食品や
レトルト食品、乾物など常温保存でき
るものを備えておきましょう。定期的
に備蓄を確認し、消費したものは買
い足しましょう。災害時にも食べ慣れ
た食品を食べられるので安心にもつな
がります。

災害時に必要な備蓄食料品等の目安として、最低３日
分～１週間分×人数分の用意を推奨しています。

＊飲料水とは別に、トイレを流したり
するための生活用水も必要になりま
す。日頃から、お風呂の水をいつも張っ
ておくなどの備えをしておきましょう。

食料・飲料 生活必需品

●飲料水（大人1人1日あたり2L）

× =14L人
家族の人数

L
必要な備蓄量

●食料品（アルファ米やレトルト食品、ビスケット等）

× =21食分人
家族の人数

食分
必要な備蓄量

●カセットコンロ

●ボンベ

●ラップ

●ポリ袋

●電池

●懐中電灯

●モバイルバッテリー

●トイレットペーパー

●ウエットティッシュ

●常備薬

食べて買い足して備蓄「ローリングストック」で災害に備えましょう。

災害はいつ起きるか分かりません。大規模な災害が発生した場合、
電気・ガス・水道などのライフラインの停止に加え、物資供給の停滞も予想されます。

いざという時に困らないように日頃から必要なものを備蓄しておきましょう。

ローリングストックとは

【1週間分の場合】
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